
議
員
提
出
第
三
十
号
議
案

魅
力
あ
る
地
方
都
市
の
構
築
へ
向
け
た
施
策
の
推
進
を
求
め
る
意
見
書

低
迷
し
て
い
た
日
本
経
済
が
今
再
び
力
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
中
で
、
政
府
は
、
更
な
る
日
本
の
前
進
に

向
け
て
、
新
た
な
成
長
戦
略
を
発
表
す
る
な
ど
積
極
的
な
姿
勢
で
臨
む
方
針
を
示
し
て
い
る
。

長
年
の
課
題
で
あ
っ
た
少
子
・
高
齢
化
に
終
止
符
を
打
ち
、
懸
念
さ
れ
る
人
口
急
減
社
会
へ
の
流
れ
を
断

つ
た
め
、
合
計
特
殊
出
生
率
の
向
上
対
策
や
子
育
て
支
援
策
の
拡
充
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
に

全
力
で
取
り
組
む
べ
き
時
に
来
て
い
る
。
さ
ら
に
、
東
京
へ
の
一
極
集
中
や
、
地
方
経
済
の
衰
退
に
よ
る
地

域
の
活
力
低
下
に
対
し
、
新
た
な
雇
用
の
場
の
創
出
や
、
新
た
な
魅
力
の
創
造
、
あ
ら
ゆ
る
機
能
の
集
約
化

を
図
り
、
地
方
の
活
性
化
を
急
速
に
進
め
る
こ
と
が
広
く
国
民
の
利
益
に
資
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
じ
ら
れ
る
よ
う
強
く

要
望
す
る
。

一

立
法
、
司
法
、
行
政
を
始
め
、
経
済
・
金
融
や
研
究
・
学
術
の
機
関
な
ど
を
全
国
の
地
方
都
市
に
分
散

さ
せ
る
こ
と
。

二

地
方
に
お
い
て
中
枢
的
な
機
能
を
担
う
こ
と
の
で
き
る
都
市
に
つ
い
て
は
、
そ
の
地
方
の
発
展
を
支
え

る
と
と
も
に
、
国
内
全
体
の
推
進
力
と
し
て
力
を
発
揮
で
き
る
体
制
を
構
築
す
る
た
め
に
、
様
々
な
権
限

の
移
譲
を
含
め
、
行
政
上
の
機
能
を
一
層
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
地
域
活
性
化
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

と
し
て
集
中
的
な
投
資
を
行
う
こ
と
。

三

人
口
増
加
を
目
指
す
定
住
圏
等
に
お
い
て
、
新
た
な
雇
用
の
場
を
創
出
し
、
若
い
世
代
が
暮
ら
し
や
す

く
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
地
域
再
生
に
高
い
効
果
が
期
待
さ
れ
る
事
業

に
つ
い
て
、
地
域
の
使
い
や
す
さ
を
重
視
し
た
再
編
や
拡
充
を
行
う
こ
と
。

四

首
都
圏
か
ら
全
国
へ
、
大
都
市
か
ら
地
方
へ
の
人
の
流
れ
を
生
み
出
せ
る
よ
う
、
Ｕ
タ
ー
ン
Ｉ
タ
ー
ン

の
促
進
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
新
・
田
舎
で
働
き
隊
の
推
進
、
都
市
高
齢
者
の
地
方
へ
の
住
み
替
え
を

容
易
に
す
る
支
援
措
置
等
に
取
り
組
む
こ
と
。

五

地
方
に
お
け
る
企
業
誘
致
や
起
業
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
財
政
上
、
税
制
上
の
措
置
を
講
ず
る
こ

と
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
二
十
六
年
九
月
十
八
日
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